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1.はじめに
造船所などで運用されているジブクレーンは，寿命
が数十年と長く，一度導入すれば，長期的に運用され
る．そのため，長期間にわたって安全にジブクレーン
を運用するには，定期的な点検により故障・不調箇所の
早期発見をおこない，早期に対応する必要がある．も
しも点検が行われず，細かな不調が積み重なった場合，
部品の故障による業務停止や事故，場合によってはク
レーンの廃棄すら起こりうる．これは安全面でもコス
ト面でも大きな問題となる．また，クレーンには，労
働省が昭和四十七年に定めた，「クレーン等安全規則」
[1]がある．これにより，クレーンを取り扱う事業者は，
一年以内ごとに一回の年次点検と，一月以内ごとに一
回の月例点検を行い，その結果を三年間保存すること
が義務付けられている．
現状，定期点検とその結果の記録は記録用紙を用い
て行われている．しかし，この方法では，点検員の伝
達ミスや分担ミスなどによって，点検漏れや重複点検
が起こりうる．また，点検結果は紙で保存されている
ため，点検結果の参照・検索が容易でない．
本研究では，現場での点検の際に，点検漏れや重複
点検を防止できるようにし，さらに点検後は点検結果
の電子的な保存と簡便な参照を行えるようにすること
で，点検業務やジブクレーンの保守管理の向上を目的
とする．
本研究では，スマートフォンで点検結果を記録する
ためのアプリケーションと，情報を管理するサーバ，お
よび，点検に必要となる情報を入力し，点検結果を閲覧
するために必要となる webアプリケーションからなる
ジブクレーンの定期点検支援システムの開発を行った．
2.研究概要
2.1.ジブクレーン
本研究で対象とするジブクレーンは，大型クレーン
の一種であり，ジブと呼ばれる上部が旋回する腕のよ
うな機構を持ったクレーンであり，高さ 50m超に及ぶ
ものも存在する．脚部はレールの上を移動できるよう
になっているものもあり，点検箇所はレールから上部
の旋回箇所までのぼり，点検者は地上だけでなく，高
所の点検作業も行う必要がある．
2.2.クレーン等安全規則
「クレーン等安全規則」の第二章第三節，三十四条
から三十九条に，クレーンの定期自主検査等について
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の記述がある．それにより，事業者に以下のようなこ
とが義務付けられている (一部抜粋)．
• (第三十四条)　事業者は，クレーンを設置した後，
一年以内ごとに一回，定期に，当該クレーンにつ
いて自主検査を行なわなければならない．

• (第三十五条)　事業者は，クレーンについて，一
月以内ごとに一回，定期に，自主検査を行なわな
ければならない．

• (第三十八条)　事業者は，この節に定める自主検
査及び点検 (第三十六条の点検を除く．)の結果を
記録し，これを三年間保存しなければならない．

本研究では，一年以内ごとの年次点検および，一月
以内ごとの月例点検と，その結果の保存を支援するシ
ステムを構築する．
2.3.現在の点検方法
現状のクレーンの点検は，点検項目に対してチェック
方法と判断基準が書かれており，その結果を書き込む
ようになっている点検記録用紙を用いて行われている．
この方法では，点検項目を見落としてしまったり，点
検員間の伝達ミスで重複点検が発生してしまったりと
いった問題がある．また，結果として残るのは合否の
判定のみであるため，のちに見返した際に検査時の状
態がわからないという問題がある．
さらに，クレーン等安全規則により，点検結果を保
存しなければならない．その保存方法は事業者ごとに
異なり，紙のままでの保存や，コンピューターに打ち
込むなど様々である．紙のままで保存する場合は，の
ちに点検結果を確認することが容易ではなく，打ち込
む場合も手間がかかることや打ち間違いが起こる可能
性などの問題がある．
2.4.先行研究
これらの問題を解決するために，先行研究である，「産
業機械の法定点検作業支援と点検結果の電子化を実現
するシステムの開発」[2]が行われた．この研究では，
ジブクレーンの点検をする iOSアプリケーションが開
発された．しかし，実際に点検を行う上で必要となる
点検情報の入力，編集などの管理や，点検結果の閲覧
の機能が，実用化には不十分であった．そのため，こ
のシステムを実用化に向けて改良することが本研究の
内容となっている．
3.システム概要
システムは，点検を行う，iOSアプリケーション，点
検情報の登録と点検結果を閲覧するための webアプリ
ケーション，点検に関する情報を保存する点検情報保
存サーバから構成される．システムの概要図を図 1に
示す．
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図 1: システム概要図

3.1.webアプリケーションの概要
本研究で開発する web アプリケーションの役割は，
点検を行う際に必要となる点検情報の登録・編集する
ことと，点検の結果を表示することである．本システ
ムを用いた点検でも，紙のチェックシートを用いた点検
と同様に，点検項目に関する情報が必要となる．その
情報の入力を行うための webアプリケーションとなっ
ている．さらに本システムでは，システム利用する点検
者の情報もアカウント情報として保存することにより，
点検者と点検結果の紐づけや点検者ごとに点検可能な
クレーンの変更などを実現している．これにより，シス
テムには複数のクレーンの情報が保存されるが，点検
者が iOSアプリケーションを用いて点検を行う際には，
その点検者が点検することが許されているクレーンの
情報のみが表示されるようになっている．また，iOSア
プリケーションが送信した点検結果を閲覧できるよう
になっている．
3.2.iOSアプリケーションの概要
本研究で改良する iOSアプリケーションの役割は，利
用する点検者ごとに適切な点検項目を提示し，スムー
ズな点検結果の入力を促し，確実に点検結果をサーバ
へ送信することである．iOSアプリケーションである
のは，対象としているジブクレーンの点検では高所で
の作業となるため，持ち運びやすい媒体である必要が
あることからである．
この iOSアプリケーションでは，まず点検者が事前
に作成したアカウントでログインを行う．その後，点
検するクレーンと月例または年次の定期点検区分の選
択を行い，点検する装置や部位を選択したうえで点検
項目の合否判定や追加情報の添付を行い，点検結果を
送信する．
現状の紙のチェックシートを用いた点検では，以下
のような課題点が存在している．

1. 点検箇所の点検時の映像や画像，稼働時の音を記
録したいが，できない．

2. 点検中の点検箇所の過去の点検結果を閲覧したい
が，参照が容易でない．

3. 点検漏れ・重複点検が発生する．

そこで，これらの課題を解決すべく，以下のような
機能が実装されている．
1. iPhoneのカメラ機能を用いて写真や動画を撮影し，
点検項目と紐づける．

2. サーバに保存されている前回の点検結果を取得し，
点検時の画面に表示させる．

3. 他の点検者の点検結果を取得して点検状況を反映
する．

1の機能によって，撮影した動画像や音声記録と点検
項目との紐づけを行うことで，のちに点検結果を確認
する際に点検箇所の当時の状況を把握することや，異
音などの今までの点検では記録できなかった事象を記
録することができるになった．2の機能により，点検時
に過去の点検結果を閲覧することができるため，点検
者は，より注意すべき点検箇所を把握したり，前回の
点検担当者を知ることができる．3の機能により，他の
点検者が点検した結果が点検者の端末にも反映される
ため，既に点検が終わっている箇所を点検してしまう
ことや，まだ点検されていない箇所を他の誰かがやっ
ているだろうと勘違いして未点検のまま終了すること
を防止できる．
これらの機能によって現状の点検業務よりもより効
率的な点検を行え，より有効な点検結果の保存ができ
ることが期待される．
4.おわりに
本研究では，ジブクレーンの点検を支援するシステ
ムを開発した．システムはサーバ，webアプリケーショ
ン，iOSアプリケーションから構成される．webアプ
リケーションは点検に必要となる情報の入力と，サー
バに蓄積された点検結果の閲覧が可能なものとなって
いる．これにより，事業者は電子化された点検結果を
容易に閲覧できるため，ジブクレーンの保守管理が効
率的に行える．iOSアプリケーションは，動画像や音
声記録の点検結果との紐づけ，過去の点検結果の参照，
他の点検者の点検結果の取得ができる．そのため，点
検者は点検漏れや重複点検を防止しつつ，過去の点検
結果をもとにより注意深く点検を行える．また，記録
用紙を用いた点検では保存できなかった検査時の状態
を保存できるため，より有用な点検結果を残せる．
今後は，作成したシステムの評価を行い，システム
の実地試験と実用化に向けて，改善や新規機能の追加
を行っていく．
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